平成22年度　第4回理事会議事録

日本OP第５－１０－０4号

日時　　　平成22年5月22日（土）　10:00~16:00
会場　　　全菓連ビル　フォーシーズ5階会議室

参加者　　国見副会長、周東監事、秋山監事、濱本理事長、濱田理事、矢野理事、榊原理事、
田中理事、河内理事、長堀理事、奥村理事、土居
議事録　　作成者　土居　　　確認者　河内理事（西日本）、矢野理事（東日本）

議事

議題1
海外派遣レース・NT合宿について

· 2010年5月1日（土）～3日（月）和歌山セーリングセンターにおいて開催。全般的に順調に進行。参加選手が正式にNTチームとして認定された（JSAFより決定書受領済み）。
· JSAFが、来年度以降、OPワールドチームを正式なジュニアナショナルチームと認定し、ＪＳＡＦの協力をいただけるとのこと。JODAとしてもJSAF（オリ特）と関係強化を図って行きたい。
· アジア大会候補選手が、岡田奎樹選手と深沢瑛里選手に決定。

· NTチームの派遣先情勢について報告。特にタイに関しては、昨日あたりから平常の状態に戻って来ており、現地主催者は、引き続き開催予定とのこと。なお、インフルエンザ情報については、引き続き注意が必要。
議題２
全日本選手権、チームレースについて
· 第26回全日本OP級チームレース：2010年8月13日～15日、広島観音マリーナにて開催予定。13日午後計測、14・15日レース。現在JSAFの公認申請中。3名1チーム、1チーム1万円程度を予定。

· 第42回日本オプティミストセーリング選手権大会：2010年11月3日～7日、山口県光市、山口県スポーツ交流村ヨットハーバー。3日午後事前計測、4日開会式&以後レース予定。5日に懇親パーティ、6日JODA総会予定。

· レース運営は、参加選手チームの協力が必須であるため、各チームには是非とも協力をお願いしたい。

· 学業を疎かにして早目に現地入りすることは問題であるとする、学業優先のJODAスタンスが確認された。ただし、以前とは異なり、近年ではほぼ是正されている状況。

· 出艇・帰着申告違反のペナルティについて、2009年の
全日本では、ワールドのSIを踏襲して申告を監督が行うことにしたが一部混乱があった。出艇・帰着申告は選手の安全確認上極めて重要であるため、今後は本人申告とし、申告違反は対象全レースにペナルティを課す。なお、2010年全日本では、タリー方式ではなく、一般的なサインの方式を採用する予定。

議題３
予算の執行状況について

· 長堀理事より、現時点の予算執行状況について詳細に報告。

· 全日本のパンフレットとイヤーブックへのスポンサーを、引き続き積極的に勧誘することとし、それぞれ担当を決定。

議題４
最終選考会およびスポーツ拠点づくり事業について

· 次回（2011年3月予定）の選考会開催場所は現時点で未定。和歌山、浜名湖、江ノ島、葉山を候補地に選定を進める。

· スポーツ拠点づくりの課題については、引き続き蒲郡、別府の検討を進める

議題５
今後の事業計画について

· 国際事務局を、退任後も引き続き丸田前理事に支援を仰いでいたが、今後は、他国の例に倣い、当面の間、濱本理事長が担当する。

議題６
その他
· 海外のレースへの参加について、現地から招待があった場合、JODAとしては会員に積極的に周知する。

· JODAが日本選手のエントリー状況を把握するため、エントリーする際は、必ず田中理事に連絡を頂く旨周知する（エントリー手続き自体は、各自で実施）。

· JJYUより、「ジュニアヨットグリーンエコセーリング大会2010年」へのJODA後援依頼があり、了承された。

· 5月20日現在のJODA会員数が報告された。江ノ島YCJ、B&G時津海洋、宮古の各クラブが未登録の状態で計326名（2009年度は366名）。

次回理事会は平成22年9月25日（日）予定。事業年度の変更に伴い、委員会毎に以下を準備。
· 2010年9月までの事業報告と決算案
· 2011年3月までの事業計画と予算案
· 2012年3月までの事業計画と予算案

以上







